
- 1 -

令和２年度がスタート！
いよいよ令和２年度が始まりました。３月は新型コロナウイ

ルスの感染拡大に伴い、保護者の皆様にも大変ご心配をおかけ

しました。多くの主要な行事が中止や延期となり、子どもたち

の活動の場も制限される等、前代未聞の状況となりました。現

在も、国内で緊急事態宣言が発表される等、感染拡大が止まら

ない状況ですが、一日も早く事態が終息することを願うばかり

です。園としては今後も関係機関と連携しながら、状況に応じ

た適切な対応を図っていきたいと思います。御理解と御協力の

程、どうかよろしくお願いいたします。

さて、今年度は新たな取組として、下記の点に重点を置いて

取組を進めてまいります。

子どもの主体的な活動を促すための環境作りを進める！◎

模様替え○保育室の

・壁面の張替え・天井に吊り具の設置 等

○ 。園庭の整備

・砂場の前に新たな「 」を作りました。土山

・アンパンマンワールド付近に を作りました。満３用の砂場

・水遊びをするため、砂場近くに を設置する予定です。水道

４ 月 の 主 な 予 定 を お 知 ら せ

します。

0(金 ) 始業式1

11(土 ) 入園式 9:30

13(月 ) 満３入園日 新入園児 (午前中保育 )

早延長あり在園児通常保育

14(火 ) 満３・新入園児 (午前中保育 )

15(水 ) 〃

16(木 ) 新入園児 (13時降園 )

17(金 ) 〃

13時 降 園20(月 ) 家 庭 訪 問 ～ 24日 (金 )全 園 児

早延長あり

28(火 ) 給食開始

昭和の日29(水 )

30(木 ) ３ 月 誕 生 会 10:30・ ４ 月 誕 生 会 11:00

(金 ) 通常保育5/1

憲法記念日3(日 )

みどりの日4(月 )

子どもの日5(火 )

振 替 休 日 (5/ 3憲 法 記 念 日 )6(水 )

な お 、 今 後 の 行 事 に つ い て も 、 状 況 の 変 化 に
伴 い 変 更 す る 場 合 が あ る 点 を 御 理 解 く だ さ い 。

今年度の職員紹介をします。どうかよろしくお願いします。

◯園長 岡本明生 ◯主任 小村谷里美
◯教務 間屋口知子 ◯事務 野口裕子
◯園バス 長倉利次 ・馬野廣幸 ◯預かり 田畑清美
◯補助（非常勤）上方弘美
◯満３学年

★つくし：須田実希 ★どんぐり：荒賀梨沙
学年付：田守節子・富永葉子・杉本敬子

◯年少学年
★ばら：藤井智恵美 ★もも：安久紗綾 ★すみれ：東ちひろ

学年付：大塚千菜美・木村恵美・濵路幸代
◯年中学年

★きく：松尾絵里 ★ゆり：杉本鮎香
学年付：嵯峨根裕子・常塚 恵

◯年長学年
★さくら：宮田優香 ★うめ：梅原みさき

学年付：波多野尚美・吉良茉央

職員の異動についてのお知らせ
人事異動で、昨年度末をもって退職した職員と、今年

度新たに採用した職員をお知らせします。
今後ともよろしくお願いいたします。

在職中は大変お世話になりました。退職
◯ 教 諭 瀬 野 里 美 (38年 ) ◯ バ ス運 転 手 櫻 井 清一 (７年 )
◯ 教 諭 三 田 望 (12年 ) ◯ バ ス運 転 手 渡 辺 豊俊 (６年 )
◯教諭 南 泰羽 ( 3年 )

今年度からお世話になります。新規採用
◯教諭 荒賀梨沙 ◯バス運転手 長倉利次
◯教諭 東ちひろ ◯バス運転手 馬野廣幸
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